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Profile─呉　宣児
韓国生まれ。1995年にお茶の水女
子大学大学院修士課程，2000年に九
州大学大学院人博士課程修了。博士

（人間環境学）。日本学術振興会外国
人特別研究員，九州大学助手などを
経て現職。専門は環境心理学，発達
心理学，文化心理学。著書は『語り
からみる原風景：心理学からのアプ
ローチ』（萌文社）など。

越境と架橋
─ Over Seas からOver “Over Seas” へ

共愛学園前橋国際大学国際社会学部 教授

呉　宣児（お　そんあ）

　日本の大学ガイドブック1冊だ
けを手に短期ビザで日本に来たの
が1991年の冬。幼児教育や保育に
ついて勉強したいと思っていまし
た。「学費の負担を減らすには国
立！ 新たな恋愛に陥らず勉強に
集中するには女子大学！」が大原
則でした。そしてお茶の水女子大
学をまず訪れたのは，実は五十音
順で調べて最初だったからでした。
　お茶大や無藤隆先生については
何も知らないまま，ガイドブック
でお茶大に児童学専攻を見つけ
たという理由だけで，事前の約束
もなく，留学に必要な書類を持っ
て突然無藤先生を訪ねました。奇
跡が起こりました！　突然なの
に，無藤先生がその場でハンコを
押してくれたのです。「日本語は
日本に住んでいればなんとかなる
でしょう，しかし英語は重要です
よ。ここの院は入りにくいから他
の大学も調べたほうがいいよ」と
いうコメントとともに。
　研究の世界をまったく知らない
私にとって，「日本」の「お茶大」
の「無藤研」は新天地でした。初

めの頃は，30人前後の友達・先輩
院生は既に陸上のトラックで走っ
ているのに，私はまだトラックに
も立てずに観覧席でみんなが走る
姿を外から見ていた感じです。無
藤研では，研究の基本，心理学の
基本を幅広く学びました。質問紙
調査から保育園・幼稚園でのビデ
オ観察での行動分析・会話分析，
実験による分析など，たくさんの
研究のカタチをあらゆる角度から
覗けたのは，初心者の私にはとて
も幸運なことでした。
　韓国では大きな社会的理念や争
点になっているテーマを信念で語
る雰囲気が強いですが，日本では
生活の文脈に合わせて具体的な
データを持って語ることが多いと
いう違いもありました。
　その後私の関心テーマが「場所
への愛着や原風景」などへ変わっ
たので，1996年度から環境心理学
を中心に勉強できる九州大学の南
博文先生の研究室で博士課程を過
ごすことになりました。九大の人
間環境学研究科は， 建築など異領
域が一緒に入っており，教育学や
心理学とは異なる文脈で研究・討
論する機会が多かったと思います。
　九大南研ではとにかく「自分で
じっくり考える」機会がたくさん
与えられていたように思います。

「どうしてそう思いますか？　ど
のような用語・概念になります
か？」など，たくさん質問される
ばかりで，「こうしなさい」とい
う指示や答えを絶対にくれない南
先生のやり方から，必然的に自分
で考える習慣が養われたと思いま
す。

　また状況・環境と人を常にセッ
トとして捉えること，分解した部
分ではなく全体として捉えるこ
と，トランザクションという視点
の大事さなども学んだと思いま
す。研究室全体が「質とはなに
か， 何をどのように見るか，表現
するか・できるか」を常に問い，
議論する雰囲気でした。
　日本に慣れてきた証なのか，研
究室のメンバーとの大きな喧嘩も
ありました。それは私には決して
悪いことではなく，むしろ対等な
メンバーの感覚があったからこそ
の嬉しいことでもありました。
　日本での研究生活が安定してく
ると，いろんな出会いが増えまし
た。山本登志哉先生と伊藤哲司先
生を中心に行われた円卓シネマの
活動やお小遣い研究で，文化心理
学の領域にも接することになり
ました。高橋登先生，サトウタツ
ヤ先生，高木光太郎先生や同僚感
覚の竹尾和子さん，中国の片成男
さん，そして，日韓中越で活躍し
ている多くの方々と，研究者とし
て，また生活実践者としてデータ
や経験を基に討論し，時に喧嘩も
しつつ学んできました。
　2004年に着任した共愛学園前
橋国際大学では，通常の授業以
外に，学生を韓国に連れて行くな
ど，逆Over Seasの活動も行い，
群馬県の前橋市では「地域づくり
アドバイザー」といった役割も
担っています。来日から25年目。
もう，Over Seasの感覚は薄れて，
地元のおばさんもしております。
故郷韓国の済州島も日本の地も，
共に私の原風景になりそうです。


